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ix 凡　　例

凡　
　

例

一　

注
は
各
章
末
尾
に
挙
げ
た
。

一　

古
事
記
の
引
用
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
古
事
記
』（
小
学
館
）
に
ほ
ぼ
従
い
、
一
部
私
に
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

傍
線
等
は
稿
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

一　

日
本
書
紀
の
引
用
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
日
本
書
紀
①
、
②
、
③
』
に
ほ
ぼ
従
い
、
一
部
私
に
改
め
た
と
こ
ろ
が

あ
る
。
傍
線
等
は
稿
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

一　

出
雲
国
風
土
記
、
播
磨
国
風
土
記
、
常
陸
国
風
土
記
等
の
風
土
記
の
引
用
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
風
土
記
』（
小

学
館
）
に
ほ
ぼ
従
い
、
一
部
私
に
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
傍
線
等
は
稿
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

一　

万
葉
集
の
引
用
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
万
葉
集
①
、
②
、
③
』（
小
学
館
）
に
ほ
ぼ
従
い
、
一
部
私
に
改
め
た
と

こ
ろ
が
あ
る
。
傍
線
等
は
稿
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

一　

出
雲
国
造
神
賀
詞
、
延
喜
式
祝
詞
の
引
用
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
古
事
記　

祝
詞
』（
岩
波
書
店
）、
に
ほ
ぼ
従
い
、
一
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部
私
に
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
傍
線
等
は
稿
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

一　

延
喜
式
神
名
帳
の
引
用
は
、
新
訂
増
補
国
史
大
系
『
延
喜
式
』（
吉
川
弘
文
館
）
に
従
っ
た
。
傍
線
等
は
稿
者
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。

一　

古
語
拾
遺
の
引
用
は
、
新
撰
日
本
古
典
文
庫
『
古
語
拾
遺
』（
現
代
思
潮
社
）
に
ほ
ぼ
従
い
、
一
部
私
に
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ

る
。
傍
線
等
は
稿
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
傍
線
等
は
論
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

一　

続
日
本
紀
の
引
用
は
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
続
日
本
紀
一
、
二
、
三
』（
岩
波
書
店
）
に
ほ
ぼ
従
い
、
一
部
私
に
改
め

た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
傍
線
等
は
稿
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

一　

古
今
和
歌
集
の
引
用
は
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
古
今
和
歌
集
』（
岩
波
書
店
）
に
ほ
ぼ
従
い
、
一
部
私
に
改
め
た
と
こ

ろ
が
あ
る
。

一　

日
本
霊
異
記
の
引
用
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
日
本
霊
異
記
』（
小
学
館
）
に
ほ
ぼ
従
い
、
一
部
私
に
改
め
た
と
こ

ろ
が
あ
る
。
傍
線
等
は
稿
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。



1 第一章　天（あま・あめ）と国

第
一
章
　
天
（
あ
ま
・
あ
め
）
と
国

序

本
章
で
は
、「
天
つ
神
」
と
「
国
つ
神
」、「
高
天
原
」
と
「
葦
原
中
国
」、「
黄
泉
国
」、「
根
の
国
」、「
海わ
た
つ
み神
の
国
」
な
ど
を
取
り

上
げ
る
。「
天
つ
神
」
と
「
国
つ
神
」
な
ど
は
、
一
般
的
に
は
相
互
に
異
界
と
し
て
対
立
す
る
語
句
と
見
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

場
合
の
対
立
の
内
実
を
問
う
て
い
く
。
ま
た
、「
天
」
が
冠
さ
れ
た
地
名
、
具
体
的
に
は
「
天
の
香
具
山
」
を
取
り
上
げ
、「
天
」
を

冠
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
地
を
異
界
化
、
神
話
化
す
る
こ
と
の
意
味
を
考
察
す
る
。
更
に
、
異
界
の
国
と
の
境
界
に
お
け
る
こ
と

ば
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ
と
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
例
を
通
し
て
検
証
し
て
い
く
。

一
　「
天
つ
神
」・「
国
つ
神
」
の
名
告
り
と
婚
姻

ま
ず
「
国
つ
神
」
の
用
語
例
か
ら
見
て
い
く
。

「
僕
や
つ
か
れ

は
、
国
つ
神
、
大
山
津
見
神
の
子
ぞ
。
僕
が
名
は
足あ
し

名な

椎づ
ち

と
謂
ひ
、
妻
が
名
は
手
名
椎
と
謂
ひ
、
女む
す
めが

名
は
櫛
名
田
比

売
と
謂
ふ
」。�

（
神
代
記
）

右
は
、
ス
サ
ノ
ヲ
が
高
天
原
か
ら
追
放
さ
れ
て
出
雲
に
降
り
立
ち
、
尋
ね
て
行
っ
た
と
こ
ろ
で
老
夫
婦
と
童
女
に
出
会
い
、
名
を

聞
い
て
「
国
つ
神
」
が
答
え
た
場
面
で
あ
る
。
そ
の
後
に
ス
サ
ノ
ヲ
が
「
天
照
大
御
神
の
伊い

呂ろ

勢せ

ぞ
、
故
、
今
天
よ
り
降
り
坐
し
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ぬ
」
と
素
性
を
明
か
す
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
、「
天
つ
神
」
と
「
国
つ
神
」
と
の
異
界
の
者
同
士
の
出
会
い
で
あ
る
こ
と
が
明
確
化

さ
れ
る
。
そ
の
後
は
周
知
の
通
り
、
ス
サ
ノ
ヲ
の
ヤ
マ
タ
ノ
ヲ
ロ
チ
退
治
と
ク
シ
ナ
ダ
ヒ
メ
と
の
結
婚
に
至
り
、
一
般
化
し
て
言
え

ば
、
外
来
者
が
悪
し
き
物
を
退
治
し
内
部
の
女
性
と
婚
姻
し
て
そ
の
王
に
な
り
子
孫
を
残
す
と
い
う
外
来
王
の
様
式
に
相
当
す
る
。

そ
の
後
の
高
天
原
か
ら
派
遣
さ
れ
る
ア
メ
ワ
カ
ヒ
コ
も
、
葦
原
中
国
で
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
娘
の
シ
タ
テ
ル
ヒ
メ
を
娶
る
と
い
う
点
で

は
同
断
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
は
、
高
天
原
へ
の
復
奏
が
勅
命
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
を
八
年
も
怠
り
、
さ
ら
に
遣
い
の
雉
を
射
殺

す
こ
と
で
、
高
天
原
の
怒
り
を
被
り
殺
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
結
末
に
至
る
。

外
来
王
来
訪
と
い
う
点
で
言
え
ば
、
天
孫
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
が
降
臨
し
た
際
に
笠
沙
の
御
崎
で
遭
遇
し
た
麗
し
き
美を
と
め人

に
名
を
尋
ね
、

「
大
山
津
見
神
の
女
神
阿
多
都
比
売
、
亦
の
名
は
木
花
之
佐
久
夜
毘
売
と
謂
ふ
」
と
の
答
え
を
得
た
こ
と
と
も
通
じ
て
い
る
。
こ
こ

で
は
女
性
本
人
が
名
告
っ
て
お
り
、「
国
つ
神
」
と
い
う
語
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
が
、
先
の
ア
シ
ナ
ヅ
チ
の
名
告
り
と
対
応
さ
せ

れ
ば
、
オ
ホ
ヤ
マ
ツ
ミ
の
系
統
と
い
う
こ
と
で
「
国
つ
神
」
と
言
っ
て
よ
い
。
た
だ
こ
の
場
合
は
オ
ホ
ヤ
マ
ツ
ミ
が
姉
の
イ
ハ
ナ
ガ

ヒ
メ
と
と
も
に
婚
姻
さ
せ
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
姉
が
醜
い
故
に
帰
さ
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
結
果
、「
天
つ
神
御
子
」
の
命
が
永
遠

で
な
い
と
い
う
起
源
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
そ
の
後
、
コ
ノ
ハ
ナ
ノ
サ
ク
ヤ
ビ
メ
が
一
夜
で
孕
ん
だ
こ
と
で
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
が
「
国
つ

神
」
の
子
で
は
な
い
か
と
疑
っ
た
の
に
対
し
て
、
サ
ク
ヤ
ビ
メ
は
、
も
し
「
国
つ
神
」
の
子
な
ら
ば
幸
な
く
、「
天
つ
神
」
の
御
子

な
ら
ば
幸
く
あ
ら
む
と
し
て
、
八
尋
殿
に
火
を
付
け
、
ホ
ヲ
リ
な
ど
三
人
の
御
子
を
生
ん
だ
と
い
う
。
続
い
て
ホ
ヲ
リ
（
ヒ
コ
ホ
ホ

デ
ミ
）
は
ワ
タ
ツ
ミ
ノ
宮
（
国
）
を
訪
問
し
て
ワ
タ
ツ
ミ
ノ
神
の
娘
ト
ヨ
タ
マ
ビ
メ
と
婚
し
て
最
終
的
に
は
ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
ヘ
ズ
と

い
う
御
子
が
生
ま
れ
る
。
こ
れ
も
大
枠
で
言
え
ば
外
来
王
来
訪
の
結
果
と
捉
え
ら
れ
る
。

要
す
る
に
、
外
来
王
来
訪
と
い
う
観
点
で
言
え
ば
、「
天
つ
神
」、
或
い
は
「
天
つ
神
御
子
」
が
「
国
つ
神
」
の
女
と
婚
す
る
こ
と

で
「
国
つ
神
」
の
呪
力
を
得
て
、
子
孫
を
設
け
て
い
く
と
い
う
展
開
に
収
斂
す
る
。
但
し
、
ス
サ
ノ
ヲ
の
場
合
は
、
出
自
は
「
天
つ
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神
」
だ
が
、
高
天
原
か
ら
追
放
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、「
国
つ
神
」
の
女
と
婚
す
る
こ
と
で
「
国
つ
神
」
の
王
と
化
し
、
そ
の
子
孫

は
「
国
つ
神
」
の
系
統
と
な
る
こ
と
と
な
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
他
の
名
告
り
も
「
国
つ
神
」
が
「
天
つ
神
」
や
「
天
つ
神
御

子
」
に
対
し
て
行
う
こ
と
が
多
い
の
に
比
し
て
、
ス
サ
ノ
ヲ
が
「
国
つ
神
」
の
名
告
り
に
応
じ
た
も
の
で
あ
る
に
せ
よ
、「
天
つ
神
」

と
し
て
「
国
つ
神
」
に
名
告
る
こ
と
は
異
例
で
あ
る
。

そ
れ
ら
に
対
し
て
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
婚
姻
や
子
孫
に
関
わ
ら
な
い
「
国
つ
神
」
の
名
告
り
も
見
ら
れ
る
。
ホ
ノ
ニ
ニ
ギ
の

天
孫
降
臨
に
際
し
て
、「
天
の
八や
ち
ま
た衝

に
居
て
、
上
は
高
天
原
を
光て
ら

し
、
下
は
葦
原
中
国
を
光
す
神
」
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
ア
マ
テ
ラ

ス
と
タ
カ
ギ
ノ
神
が
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
に
命
じ
て
、「
汝
は
（
中
略
）
い
む
か
ふ
神
と
面お
も

勝か
つ
神
」
だ
か
ら
応
じ
よ
と
し
て
、
ウ
ズ
メ
が

そ
の
異
界
と
の
境
界
で
あ
る
天
の
八
衝
の
光
る
神
に
問
う
た
と
こ
ろ
、

「
僕
や
つ
か
れ
は
、
国
つ
神
、
名
は
猿
田
毘
古
神
ぞ
。
出
で
居
る
所ゆ

ゑ以
は
、
天
つ
神
御
子
天
降
り
坐
す
と
聞
き
つ
る
が
故
に
、
御
前
に

仕
へ
奉
ら
む
と
し
て
、
参
ゐ
向
へ
て
侍
り
」�

（
神
代
記
）

と
名
を
明
か
し
、「
天
つ
神
」
を
先
導
す
る
と
申
し
た
と
い
う
。
古
事
記
注
釈
は
、
ウ
ズ
メ
が
面
勝
神
と
あ
り
、
日
本
書
紀
で
「
人

に
目
勝
つ
者
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
目
が
異
常
に
輝
く
シ
ャ
ー
マ
ン
の
姿
を
想
定
し
て
い
る
。
そ
れ
に
従
え
ば
、
こ
れ
も
暴
力

的
に
光
り
輝
く
と
さ
れ
る
サ
ル
タ
ビ
コ
と
い
う
「
国
つ
神
」
の
呪
力
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
ワ
ザ
を
ウ
ズ
メ
の
中
に
見
る
こ
と
も
可

能
だ
。
そ
れ
以
前
に
、
同
様
に
光
り
輝
い
て
い
た
ア
マ
テ
ラ
ス
が
天
石
屋
戸
に
隠こ
も
っ
た
の
を
ウ
ズ
メ
が
問
答
に
よ
り
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
得
た
（
（
（

こ
と
と
パ
ラ
レ
ル
で
も
あ
る
。

他
に
「
国
つ
神
」
の
名
告
り
は
神
武
記
の
東
征
に
頻
出
す
る
。
速は
や

吸す
ひ
の
門と

で
遭
遇
し
た
「
亀
の
甲
に
乗
り
て
釣
り
を
為
つ
つ
打
ち

羽は

挙ふ

り
来
る
人
」
に
訪
う
た
と
こ
ろ
「
僕
は
、
国
つ
神
」
と
答
え
た
と
い
う
。
た
だ
そ
の
人
に
は
名
が
な
く
、「
仕
へ
奉
ら
む
」
と

言
っ
た
こ
と
で
名
を
賜
い
て
「
槁さ
を
根
津
日
子
」
と
号
し
た
と
あ
る
が
、
名
を
与
え
る
こ
と
も
相
手
の
呪
力
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
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一
つ
の
方
法
で
あ
る
。
神
武
記
で
は
割
注
で
「
此
は
倭
国
造
等
の
祖
ぞ
」
と
付
記
す
る
。
そ
の
後
の
神
武
記
で
は
吉
野
で
遭
遇
し
た

「
国
つ
神
」
が
「
贄に
へ

持
之
子
」、「
井ゐ

氷ひ

鹿か

」
な
ど
と
名
告
っ
た
と
い
う
が
、
こ
れ
ら
は
極
狭
い
地
域
に
お
け
る
「
国
つ
神
」
で
そ
れ

ぞ
れ
服
従
の
意
志
を
示
し
て
い
る
。

要
す
る
に
、「
天
つ
神
」
と
「
国
つ
神
」
の
接
触
は
、
婚
姻
か
服
従
の
場
合
が
あ
り
、
と
も
に
「
国
つ
神
」
が
「
天
つ
神
」
に
そ

の
呪
力
を
賦
与
す
る
意
味
合
い
が
あ
る
。

二
　「
高
天
原
」
と
「
葦
原
中
国
」
の
流
動
化
と
差
異
化

前
掲
の
神
代
記
の
サ
ル
タ
ビ
コ
出
現
の
「
上
は
高
天
原
を
光
し
、
下
は
葦
原
中
国
を
光
す
神
」
と
い
う
記
述
を
参
照
す
れ
ば
、
こ

の
時
点
で
は
高
天
原
と
葦
原
中
国
と
は
通
底
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
以
前
、
ア
マ
テ
ラ
ス
が
天
石
屋
戸
に
隠こ
も
る
場
面
で
も

同
様
の
こ
と
が
見
ら
れ
る
。

爾
く
し
て
、
高
天
原
皆
暗
く
、
葦
原
中
国
悉
く
闇く
ら
し
。
此
に
因
り
て
常と
こ
夜よ

往
き
き
。�

（
神
代
記
）

ア
マ
テ
ラ
ス
が
天
石
屋
戸
に
隠
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
高
天
原
と
葦
原
中
国
が
連
動
し
て
暗
黒
と
化
し
た
。
従
っ
て
、
こ
の
場
面
で

は
高
天
原
と
葦
原
中
国
は
繋
が
っ
て
い
る
と
観
念
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
日
本
書
紀
で
は
右
の
ア
マ
テ
ラ
ス
が
天
石
屋
戸
に

隠
っ
た
際
の
記
述
に
は
「
六く

に合
の
内
常
闇
に
し
て
、
昼
夜
の
相あ
ひ

代
か
は
る
わ
き
も
知
ら
ず
」（
神
代
紀
七
段
正
文
）
と
あ
る
。「
六
合
」
は
中

国
文
献
に
例
を
見
る
天
地
と
東
西
南
北
の
四
方
を
合
わ
せ
た
世
界
を
指
す
語
で
あ
る
。

そ
れ
が
天
孫
降
臨
の
段
階
に
至
る
と
高
天
原
と
葦
原
中
国
が
明
確
に
差
異
化
さ
れ
て
い
く
。
古
事
記
で
は
ア
マ
テ
ラ
ス
の
仰
せ
で

「
豊
葦
原
千
秋
五い

ほ百
秋
瑞
穂
国
は
我
が
御
子
（
中
略
）
知
ら
さ
む
」
と
言
依
さ
し
、
そ
れ
に
応
じ
た
ア
メ
ノ
オ
シ
ホ
ミ
ミ
が
天
の
浮

橋
に
立
た
し
て
「
豊
葦
原
千
秋
五
百
秋
水
穂
国
は
、
い
た
く
さ
や
ぎ
て
あ
り
な
り
」
と
告
ら
し
て
ア
マ
テ
ラ
ス
に
報
告
し
た
と
い
う
。



5 第一章　天（あま・あめ）と国

同
じ
場
面
の
日
本
書
紀
で
は
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

彼
の
地
（
葦
原
中
国
）
に
、
多
に
蛍
火
な
す
光
る
神
と
蠅さ
ば
へ声

な
す
邪あ
し
き
か
み神

と
有
り
。
復
、
草
木
咸み
な

能よ

く
言
こ
と
ど
ふ
こ
と

語
あ
り
。

�

（
神
代
紀
九
段
正
文
）

葦
原
中
国
は
、
磐
根
・
木
株
・
草
葉
も
猶
し
能
く
言こ
と
ど語

ふ
。
夜
は
煙ほ

へ火
の
若も
こ
ろに

喧お
と

響な

ひ
、
昼
は
五さ月
蠅ば
へ

如な

す
沸わ
き
あ
が騰

る
。

�

（
神
代
紀
九
段
一
書
六
）

表
現
が
異
な
っ
て
い
る
に
せ
よ
、
古
事
記
、
日
本
書
紀
い
ず
れ
も
葦
原
中
国
が
高
天
原
と
は
異
質
な
邪
悪
な
神
な
ど
に
よ
っ
て
支

配
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
「
言
趣
（
言
向
）」
け
る
た
め
に
高
天
原
か
ら
神
を
派
遣
さ
せ
る
と
い
う
展
開
と
な
る
。
松
田
浩
は
古
事

記
の
「
さ
や
ぎ
て
」
と
書
紀
の
「
草
木
言
語
」
な
ど
に
表
現
的
差
異
を
見
る
（
（
（

が
、
と
り
あ
え
ず
前
者
が
和
語
的
で
後
者
は
漢
語
的
表

記
で
あ
る
こ
と
は
言
え
る
。「
さ
や
ぐ
」
は
、
神
武
記
（
紀
）
に
お
い
て
神
武
一
行
が
熊
野
で
を
え
（
失
神
）
し
た
際
、
熊
野
の
高た
か

倉く
ら
下じ

の
夢
に
ア
マ
テ
ラ
ス
が
顕
れ
天
孫
降
臨
が
再
現
さ
れ
る
場
面
に
も
見
ら
れ
る
。

葦
原
中
国
は
、
い
た
く
さ
や
ぎ
て
あ
り
な
り
。�

（
神
武
記
）

夫そ

れ
葦
原
中
国
は
、
猶
し
聞さ

や

げ

り

な

り

喧
擾
之
響
焉
。�

（
神
武
即
位
前
紀
）

ま
た
、「
蠅
声
な
す
」
な
ど
の
表
現
は
、
周
知
の
通
り
、
ス
サ
ノ
ヲ
が
イ
ザ
ナ
キ
の
命
に
従
わ
ず
に
泣
き
い
さ
ち
る
場
面
、
ア
マ

テ
ラ
ス
が
天
石
屋
戸
に
隠
る
際
に
も
用
い
ら
れ
る
。

悪あ

し
き
神
の
音こ
ゑ

、
狭さ
ば
へ蠅

の
如
く
皆
満
ち
、
万よ
ろ
づの

物
の
妖
わ
ざ
は
ひ、

悉
く
発お
こ

り
き
。�

（
神
代
記
）

万
の
神
の
声
は
、
狭
蠅
な
す
満
ち
、
万
の
妖
は
悉
く
発
り
き
。�

（
神
代
記
）

右
の
一
例
目
は
高
天
原
に
お
け
る
件
で
、
二
例
目
は
前
掲
の
引
用
に
続
く
記
述
で
、
高
天
原
と
葦
原
中
国
の
双
方
に
対
す
る
描
写

で
あ
る
。
従
っ
て
、
無
秩
序
の
混
沌
た
る
悪
し
き
状
態
は
、
神
代
の
当
初
は
高
天
原
で
も
起
こ
り
得
た
が
、
天
孫
降
臨
に
際
し
て
は
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専
ら
天
孫
降
臨
以
前
の
葦
原
中
国
の
悪
し
き
状
況
を
示
す
指
標
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
今
一
つ
注
目
さ
れ
る
の
は
、
古
事
記
で
天
孫
降
臨
以
前
の
地
上
を
「
豊
葦
原
千
秋
五
百
秋
瑞
穂
国
」
と
美
称
で
呼
ん
で
い

る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
彼
の
地
が
「
さ
や
ぎ
て
あ
り
」
な
が
ら
、
や
が
て
天
孫
降
臨
以
後
は
「
さ
や
ぎ
」
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
、

天
孫
が
支
配
、
或
い
は
言
向
け
し
実
り
豊
か
な
地
に
な
る
こ
と
を
予
兆
し
て
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
天
孫

降
臨
し
て
葦
原
中
国
を
「
言
向
け
」
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
天
原
が
葦
原
中
国
の
上
位
に
位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、

そ
れ
以
前
は
、
高
天
原
も
混
沌
た
る
「
さ
や
ぐ
」、
或
い
は
「
万
の
妖
」
を
包
摂
す
る
世
界
で
あ
っ
た
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
神
代
記
で
ス
サ
ノ
ヲ
が
地
上
に
追
放
さ
れ
る
に
際
し
て
ア
マ
テ
ラ
ス
に
暇
乞
い
に
参
い
上
っ
た
時
、「
山
川
悉
く
動と
よ

み
、

国
土
皆
震ふ
る
ひ
き
」
と
さ
れ
、
ア
マ
テ
ラ
ス
は
ス
サ
ノ
ヲ
が
「
我
が
国
を
奪
は
む
欲お
も
へ
ら
く
の
み
」
と
言
わ
れ
て
武
装
す
る
場
面
が

あ
る
。
こ
こ
で
は
高
天
原
は
「
国
」
と
も
称
さ
れ
、
奪
わ
れ
「
山
川
悉
く
動
」
む
混
沌
た
る
世
界
に
至
る
可
能
性
も
あ
る
危
機
的
な

状
況
と
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
危
機
的
状
況
は
ア
マ
テ
ラ
ス
と
ス
サ
ノ
ヲ
と
の
ウ
ケ
ヒ
に
よ
り
、
一
旦
は
解
消
さ
れ
そ
う
に

な
っ
た
が
、
そ
の
ウ
ケ
ヒ
後
の
ス
サ
ノ
ヲ
の
「
勝
さ
び
」
に
よ
り
、
危
機
的
状
況
は
更
に
拡
大
し
て
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の
天
石
屋
戸
隠

り
に
展
開
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
辺
り
の
高
天
原
は
混
沌
状
況
と
紙
一
重
で
あ
る
と
言
っ
て
も
い
い
状
態
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、「
高
天
原
」、「
葦
原
中
国
」
と
も
に
、
ア
ン
ダ
ソ
ヴ
ァ
・
マ
ラ
ル
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
状
況
に
よ
り
変
貌
、
変
容
し
て

い
く
（
（
（

と
も
、
或
い
は
流
動
化
し
て
い
る
と
も
言
い
得
る
。

要
す
る
に
、
神
代
記
（
紀
）
の
中
で
は
、「
高
天
原
」
と
「
葦
原
中
国
」
は
流
動
化
か
ら
差
異
化
の
方
向
へ
変
容
し
て
い
く
も
の

と
捉
え
ら
れ
る
。三

　「
高
天
原
」
と
「
葦
原
中
国
」
の
固
定
化
と
確
立


